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第 8 回定時株主総会 

 

2023 年 6 月 28 日 



 
 

司会：本日は、アルテリア・ネットワークス株式会社の第 8回定時株主総会にお越しいただきまし

て、ありがとうございます。 

開会に先立ちまして、事務局より何点かご連絡させていただきます。場内でのお食事はご遠慮くだ

さい。本館は全面禁煙となっております。喫煙はご遠慮ください。携帯電話等の音の出るものは他

の株主様のご迷惑となりますので、必ずマナーモードにするか電源をお切りくださいますよう、ご

協力をお願いいたします。また、許可のない写真撮影、録音、録画は固くお断りいたします。 

当会場は地震に強い設計でございます。強い地震が発生した場合、直ちにお席を離れず、落ち着い

て係員の指示をお待ちください。株主様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

皆様、お待たせいたしました。株本 CEO、お願いいたします。 

株本：株本幸二でございます。本日は、ご多用のところ本株主総会にご出席賜り、ありがとうござ

います。当社定款の定めによりまして、私が本総会の議長を務めさせていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

それでは、ただ今から、アルテリア・ネットワークス株式会社の第 8回定時株主総会を開会いたし

ます。 



 
 

 

本日の目的事項として、お手元の招集ご通知 2ページに記載のとおり上程いたします。 

本総会の議事運営につきましては、議長である私の指示に従っていただきますよう、皆様のご協力

をお願いいたします。円滑な議事進行のためにも、株主の皆様には周囲へのご配慮をお願い申し上

げます。 

なお、咳き込まれているなど、明らかに健康状態に異常が見受けられる株主様におかれましては、

会場係よりお声掛けをさせていただき、ご退席をお願いする場合がございますことをあらかじめご

承知おきくださいますよう、お願い申し上げます。 

本総会におきまして、株主様からのご質問等、ご発言につきましては、決議事項の議案の上程およ

び議案の内容説明が終わりました後に、一括してお受けいたしたく存じます。 

なお、株主様からのご質問は、1回につき 1問とさせていただきます。 



 
 

最後に、本総会の議事を記録するため、後方および側面よりビデオカメラを用いております。皆様

方のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは、これより議事に入らせていただきます。 

本総会にご出席の株主数等のご報告は時間短縮のため割愛させていただきますが、昨日までに提出

された議決権行使書およびインターネットによる議決権行使を含め、全ての議案の審議に必要な定

足数を満たしております。 

 

また、監査役会および会計監査人の監査報告は、連結計算書類の監査結果を含め、お手元の招集ご

通知 37ページから 41ページに記載のとおりでございます。 



 
 

 

それでは、本日の報告事項のうち、第８期事業報告、連結計算書類および当社の計算書類の内容に

つきましてご報告申し上げます。 

内容につきましては、お手元の招集ご通知 14ページから 36ページに記載のとおりではございます

が、その概要につきご報告いたします。 



 
 

 

わが国において現在、ウィズコロナの下で景気は緩やかに持ち直しております。一方、ウクライナ

情勢の長期化や物価の上昇が続く中で、供給面での制約や世界的な金融の引き締めによる景気の下

振れリスクに引き続き注視する必要があります。 

当社グループが事業展開する情報通信市場におきましては、クラウド利用の拡大やテレワークの普

及により、新たな高速通信やセキュリティの高いネットワークサービスなどへの需要が引き続き発

生しております。このような事業環境の下、主力サービスの売上は引き続き順調に推移いたしまし

た。 

なお、2022年 3月期に発生したデータセンター事業の譲渡益の影響を除く主力サービスは、月額

請求売上を中心に増収基調を継続し、加えて構造改革によるコスト抑制により売上総利益は順調に

拡大いたしました。 



 
 

インターネットサービスにおきましては、IP電話サービスの売上は前年と比較し減少いたしまし

たが、FTTx、ISP向けサービスの売上が前年と比較し伸長し、その結果、インターネットサービス

全体の売上は順調に拡大いたしました。 

FTTxサービスではテレワークの普及が一巡したものの、クラウド利用の拡大が進み、広帯域サー

ビスの需要が継続いたしました。 

ISP向けサービスにおいても高品質なサービス需要は増大し、IPv6 対応のクロスパスの提供が拡大

いたしました。 

ネットワークサービスにおきましても、主力サービスである専用線、VPNサービスの売上が前年と

比較し伸長いたしました。 

専用線サービスでは、引き続き DXを推進している一般企業や、その他 OTT、通信事業者による信

頼性、品質、セキュリティが高い回線サービスの需要が拡大していることを背景に売上が増加いた

しました。 



 
 

 

VPNサービスでは、クラウドサービスやモバイルデバイスの利用が拡大する中で、クラウド接続サ

ービスや自社回線の高品質サービスなどの売上が増加いたしました。 

さらに NFV技術を活用した VANILAでは、継続してサービスラインアップを拡充することにより受

注が増加いたしました。 

マンションインターネットサービスにおいては、分譲市場、賃貸市場ともに順調に売上を拡大いた

しました。マンションの各住戸まで上下最大 10Gbpsを実現する全戸一括インターネットサービス

の提供を開始するなど、高速・高品質インターネット接続サービスのニーズに対応すべく、サービ

スラインアップの拡充を進めております。 



 
 

分譲市場では、全戸一括型サービスの導入割合は増加傾向にあり、当社グループは安定した受注を

堅持いたしました。また、賃貸市場においても在宅勤務や動画配信サービスの普及により、高品質

サービスの需要が増加していることから、受注が増加いたしました。 

DXサービスにおいて、Connectixはマンションインターネットサービスの導入における他社との差

別化にも貢献し、サービス提供可能棟を順次拡大させております。さらに、2023年３月期第１四

半期に株式会社 GameWith を持分法適用にし、同社が提供する eスポーツ向け高品位 ISPサービス

である GameWith光の受注が順調に拡大いたしました。 

 

以上の結果、2023年 3月期の売上高は、前期比 7.3%増の 595億円となりました。営業利益は前期

比 0.7%減の 95億円、親会社帰属当期利益は前期比 2.6%減の 59億円となり、粗利ベースでは利益

拡大基調を継続しているものの、アクセスチャージ事案関連の特別調査委員会設置に伴う調査諸費

用の一時費用発生を補いきれず、営業利益以下の段階利益は前期比減益となりました。 

EBITDAは前期比 3.9%増の 192億円となり、中期経営計画における EBITDAマージン 30%台を維持す

る目標を達成いたしました。 

また、フリーキャッシュフローは持分法適用会社の株式取得による支出や設備投資の増加があった

ことにより、前期比で 49.6%減の 33億円となりました。 

当期の借入金とリース債務の合計は 528億円となり、ネットレバレッジレシオは 2.4倍に微増とな

りましたが、適切な水準で推移しております。 



 
 

 

なお、2023年 3月期の配当は、期首配当予想どおり１株当たり 60.52円の配当を実施いたしまし

た。 

最後に、先般公表させていただきました当社株券に対する公開買付けの開始予定に関する意見表明

についてお話させていただきます。 

当社は、2022年 10月 11日に、当社支配株主である丸紅株式会社およびセコム株式会社から、当

社株式の公開買付けに関する共同提案書を受領いたしました。 

これを受けて当社は、5月 11日開催の取締役会において、現時点における当社の意見として、本

公開買付けが開始された場合には、公開買付けに賛同の意見を表明するとともに、当社の株主の皆

様に対して、本公開買付けへの応募を推奨する旨の決議をいたしました。 

既存の主力サービスの競争力を維持および強化しつつ、新たな成長領域の取り組みを加速していく

ためには、本公開買付けを含む本取引により、当社株式を非公開化した上で、丸紅株式会社および

セコム株式会社の経営資源を活用し、両社との連携を強化、推進していくことが重要であり、ま

た、当社の企業価値向上にとって最適な選択であるとの結論に至りました。 

株主の皆様におかれましては、何とぞご理解賜りたく、よろしくお願い申し上げます。 

以上で、第８期事業報告、連結計算書類および当社の計算書類の内容のご報告を終了いたします。 



 
 

 

続きまして、本総会の決議事項につき、その内容についてご説明申し上げます。 

第１号議案は、取締役５名選任の件であります。現在の取締役５名全員は、本総会終結のときをも

って任期満了となりますので、５名の一括選任をお願いいたします。 

取締役候補者の氏名、略歴等は、招集ご通知 6ページから 10ページに記載のとおりであります。 



 
 

 



 
 

 



 
 

 



 
 

 



 
 

 



 
 

 

第 2号議案は、監査役１名選任の件であります。監査役、目代晃一氏は、本総会終結のときをもっ

て任期満了となりますので、1名の選任をお願いいたします。 

監査役候補者の氏名、略歴等は、招集ご通知 11ページに記載のとおりであります。 



 
 

 

以上、各議案の内容の説明をいたしました。 

  



 
 

質疑応答 

 

株本：それでは、ただ今より審議に入らせていただきますので、本株主総会の目的事項に関するご

質問をお受けし、その後、決議事項につきまして採決を採らせていただきたいと存じます。 

それでは、ご質問をお受けしますので、どなたかいらっしゃいますでしょうか。Aのセクションの

前から 10列目の方、お願いいたします。 

質問者：最近の風潮というか、流れで見ますと、この場合、個人情報保護の立場から個人名は出せ

ないというのが通常でございまして。その辺の配慮をしていただきたいなと。当然番号だけで十分

分かるはずでございますので。それはお願いしたいということです。 

あと、企業買収という形でかかっているわけですが、これは私、全て読んだとも言えないものです

から、ちょっと間抜けな質問になるかもしれないですが。これは簡単に応じなかった場合というの

は、その後の株主はどういう流れになりますか。 

株本：  

TOB、公開買付けに関するご質問でございました。ご質問の内容は、TOB、公開買付けに応じなかっ

た場合、どのようになるのかというご質問であったかと思います。 

本公開買付けにおきましては、当社株式の全てを取得することができなかった場合、8月に予定さ

れて、公開買付けが開始すると予定されているわけですけれども、その際に全てが取得できなかっ

た場合は、当社の株式を公開買付け者のみにするためのスクイーズアウトという手続きが実施され

る予定でございます。 

スクイーズアウトは、いったん終わりました後に開始するような手続きになるのですが、極端かも

しれませんけれども、今回、下限といいますか、全体の 3分の 2ということで、丸紅およびセコム

で決めておられますので、それ以上を公開買付けで集まった場合にはスクイーズアウトの手続きが

開始されて、強制的な形で買上となるというようなことでございます。その際の価格は、今回の公

開買付けの価格と同様という形になるということでございます。よろしゅうございますでしょう

か。 

では、次の質問に移らせていただきたいと思います。いらっしゃいますでしょうか。どうぞ。 

質問者：これは質問というより、これが終わりまして議決権に移るかと思うのですが、その際、多

分挙手か拍手かという形でなされると思うんですが。時間の短縮上、最初に票読みができている以

上、それで問題ないと言えば問題ないでしょうが、しかし現代において 1票まで数えることは容易

にできるはずです。にもかかわらず数えずに終わらせているのが全ての会社に言えることですが。 

こういったものというのは、今後、直していこうという意思があるのかないのか。こちらのほう、

株主総会を開かれることはないでしょうが、考え方として、今時拍手ですとか、挙手、株数も分か

らずに、はい終わりましたと、最初から開かなきゃいいじゃないかと、そんなにいい加減、最初か

ら票読みができているんだったら開く必要なんかないわけですね、株主総会なんて。にもかかわら

ず、一応形式上だけは開いているというだけというのは、非常にばかばかしいことでございまし

て。 



 
 

できたらやはり最後の 1票まで数えるというのが、これはアメリカの大統領選であろうが、何であ

ろうが、選挙の基本中の基本です。ぜひこの辺のことを今後、皆様方は他の会社にも行かれるでし

ょうから、そういったところでもご検討願えればと思っております。以上です。 

株本：ありがとうございました。 

ご質問の内容は、今回の決議事項に関しまして決議を採る際に挙手、拍手というような手続きかと

思うものの、1票までやはりカウントすべきではないのかと。そうでなければ、株主総会の意味が

あまりないのではないかというようなご質問であったかなと思います。 

おっしゃったところは、なるほどと思うところもございます。他方、本会の、今回に限らず、株総

で直接株主様からのご意見を伺えるというのは、私どもにとりましては非常に貴重な機会だと思っ

ています。 

なので、特に弊社の場合、支配株主がいる中での株総ではあるものの、やはり皆様からご意見を頂

戴できる場は非常に大切だと思っておりまして、そのような観点からも支配株主がいる中ではござ

いますが、ぜひぜひご出席賜って、直接意見を表明していただくのは、私にとりましては非常に貴

重なので、ぜひ続けていただければと思います。 

私ども、TOBが実現されれば非上場化ということになるわけですけれども、あと実際にカウントす

るとなると、システムの問題とか、いろいろとあろうかなという気もいたします。ただ、貴重なご

意見だと思いますし、参考にさせていただきたいと思います。よろしゅうございますでしょうか。

ありがとうございます。 

司会：では、次の質問に移らせていただきます。どなたかいらっしゃいますでしょうか。Aのセク

ションの前から 2番目、左から 2番目の方、お願いいたします。 

質問者：本日は、ありがとうございます。 

TOBの話にはなるんですけれども。TOBを買付けしたのが、丸紅さんというのは、もともと親会社

ということで理解はできるんですけれども。セコムさんが今回、TOB の中に参加されているという

意図等が、あまりよく理解できていないところがございまして。御社としてどのようなシナジー効

果があると考えていらっしゃるかを、ちょっとお伺いできればと思います。 

株本：ありがとうございます。では、席にお戻りください。 

ご質問の内容は、今回の公開買付けに関しまして、株主である丸紅は、支配株主でございますので

理解はできるものの、今回、セコムさんが入ってこられるわけですけれども、セコムが入る意図お

よび意義、当社にとってのシナジーというご質問であったかと思います。 

今回、この丸紅、セコムの共同での公開買付けということでございます。丸紅は、ご案内のとお

り、3分の 2程度を持って、セコムが 3の 1以上という形だと思いますが、当社にとりましてのセ

コムさんがおられるシナジーは、実はセコムさんが、いわゆる警備会社ではあるものの、その他、

ITの事業を幅広く手掛けておられます。 

私どもにとりましては、セコムさんがセコムさんとして警備等々で培ってこられた顧客、お客様が

おられますので、セコムさんのお客様に対するネットワークの販売ですとか、そういうことができ

るのではないかとか。 



 
 

セコム様の人材ですね、当社は人材を増やしてきてはおりますけれども、まだまだ足りておりませ

ん。DXの部分ですとか、そういうところを考えておりまして、セコムさんと一緒になることによ

って、人材も補充できるかなと思っています。 

加えまして、彼らが事業として行われておりますサイバーセキュリティの分野、これは現在のセコ

ムさんだけで十分かというところはあろうかと思いますが、セコムさんの意思としても、当社と一

緒になって、このサイバーセキュリティのサービスを開発していきたいということをおっしゃって

おられますし、彼らの知見を活用して、人材を活用して、このサイバーセキュリティのサービスを

つくり上げていきたいと考えておるところでございます。 

さらに、セコムさんはデータセンターの事業を幅広く手掛けておられまして、独自にデータセンタ

ーをお持ちなのと、以前、東京電力さんがおやりになっておりましたアット東京、こちらを 3分の

2弱お持ちでございまして、データセンターとネットワークは非常に密接な関係がございますし、

彼らが持っているデータセンターの中には特に金融機関がたくさん入っているという理解をしてお

ります。 

私ども、必ずしもその分野に強いというところではなくて、その観点からも、冒頭申し上げまし

た、いわゆる顧客ですね、アット東京さんを含めた顧客へのアプローチが可能になると期待してい

るところでございます。よろしゅうございますでしょうか。 

ありがとうございました。では、次の質問に移らせていただきますが、いかがでございましょう

か。どなたかいらっしゃいませんか。よろしいですか。 

では、いらっしゃらないようですので、質疑応答を打ち切らせていただきまして、議案の採決に入

らせていただきたいと思います。 



 
 

 

それでは、議案の採決に入らせていただきます。すみません。やはり引き続き、拍手をお願いする

形になりますけれども、第 1号議案を諮りたいと思います。取締役 5名選任の件を採決いたしま

す。原案にご賛成の株主様は拍手をお願いいたします。 

ありがとうございました。議決権行使書およびインターネットによる議決権行使を含め、過半数の

ご賛成をいただきましたので、本議案は原案どおり承認可決されました。 



 
 

 

次に、第 2号議案、監査役 1名選任の件を採決いたします。原案にご賛成の株主様は拍手をお願い

いたします。 

ありがとうございます。議決権行使書およびインターネットによる議決権行使を含め、過半数のご

賛成をいただきましたので、本議案は原案どおり承認可決されました。 

以上により、本総会の目的事項は全て終了いたしましたので、本株主総会は閉会とさせていただき

ます。 

株主の皆様のますますのご健勝をお祈り申し上げますとともに、当社に対しまして、より一層のご

支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。本日は、ありがとうございました。 

司会：これをもちまして、株主総会は閉会いたしました。お忘れ物のないよう、気を付けてお帰り

ください。ご来場、誠にありがとうございました。 

 


